








CIVD Fimelaインタビュー

テロワールフィムラの苗畑。ポリチューブはPRODEFIから支給。

カシューナッツ、ユーカリ、ブーゲンビリアなど。タネは地元で集めている。



井戸。ポンプは盗まれないよう倉庫に保管しており、毎日出してきてとり付ける。

この井戸のすぐ近くにカリタス（NGO）でつくった井戸がある。（テロワ－ル　フィムラ）

苗畑の敷地内でガーデニングも行っている。運営委員会を作って管理しており、生産物

は委員のみで分配する。（テロワール　フィムラ）



上記の植林地の奥に2001年にPRODEFIの支援を得てユーカリを植えた植林地が続いている。

15年くらい前は深い森だったが、旱魃の影響で塩水が浸水し木が枯れた。（テロワール　フィルギ）

テロワール　フィルギ。PRODEFIによって供与された製粉機。

毎夕7～9時の間に稼動する。右端の2人の男性が研修を受け、製粉機のオペレーションを担当

している。



無償で造成された二オロの苗畑。森林局によって管理されている。

住民はタネを集めてもってくると苗木をもらえる。村が植林をする時は、とりにくれば無料

で苗木をもらえることが多い。

カオラック州森林局　表敬訪問

右端がInspectorのMr.Babacar DIAIEF
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